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図2　果実及び堅果の乾重畳と含水率の季節変化
含
水
率
チノキの堅果の生長時期はブナよりも遅く，コナラ・クヌギよりは早い，しかし，乾重量の増加時期
はコナラ・クヌギよりも約1か月早く，ブナに比較的よく似ている。
3．果実の発育にともなう化学成分の変化
　化学分析の結果を図3～4に示した。糖類，粗デンプンは堅果に多く含まれており，果皮にはわず
かしか含まれていなかった。堅果の糖類含有率は8月上，中旬に著しく増加し，9月に急激に減少し
た。これに対して，粗デンプンの含有率は8月中旬から急速に増加し，9月中旬の落下時期に最大に
なった。粗脂肪も粗デンプンと同様に堅果に多く含まれており，9月に急激に増加した。
　灰分は堅果よりも果皮に多く含まれていた。灰分含有率は8月中旬に最低になり，9月にやや増加
した。窒素とリンは果皮よりも堅果に，カリウムは逆に堅果よりも果皮に多く含まれていた。カルシ
ウムは両者の間に大きな差はなかった。季節変化についてみると，窒素とリンは同じような変化を示
し，堅果では7月下旬に最も含有率が高く，8月中旬から9月にかけて減少の傾向がみられた。しか
し，果皮では7月以降はほぼ直線的に含有率が減少し，9月中旬に最低になった。カリウムの含有率
は堅果では経時的に減少し，9月中旬に最低になったが，果皮では8月に増加し，9月にやや減少し
た。カルシウムの含有率は堅果，果皮とも同じ変化を示し，7月上旬から8月中旬にかけて急速に，
その後は緩慢に減少して，9月に最低になった。
　完熟種子の栄養分析の結果を表5に示した。炭水化物では粗デンプンの含有率が高く，無機成分で
は窒素とカリウムの含有率が高かった。トチノキの種子はデンプン種子で堅果には粗デンプンが40～50
％含まれていた。次にジベレリン様物質と果実の発育，成熟との関係について調べた。堅果ではRfO．
5～0．6にピークのある活性の強いジベレリン様物質が検出された。この物質は化学的に同定していな
いが，Rf値はGA3と一致する。堅果における含有童は8月上旬に最も多く，次いで8月下旬に多く，
9月中旬には著しく減少した。含有還をGA3に換算すると，生重1009当たり，8月10日に3．6μg，8
月25日に3．2μg，9月13Elに0．02μg含まれていた。ジベレリン様物質は堅果の生長最盛期に最も多
く検出され，完熟期に減少することがわかった。
内叩η・wr’vm・∨冗陣1遣※×晶x⑳〉ぷ無夜xぷ贈㎏∫軸ごぷ牛ぷ醐w軌ぺ×杉点又拳
トチノキの結実と果実の発達，成熟 （35）
　以上の結果から，トチノキの果実の発育と含有
成分との関係についてみると，果実の生長期（8
月上，中旬）に糖類及びジベレリン様物口が増加
し，果実の成熟期（8月下旬～9月上旬）に粗デ
ンプン及び粗脂肪が増加することがわかった。ま
た窒素，リン，カリウム，カルシウムなどのミネ
ラル類は果実の成熟期に減少する傾向がみられた。
これらの中で糖類とデンプンの変化がとくに顕著
で，果実の成烈にともなって糖がデンプンに変化
し，種子の中に蓄積されることがわかった。
　筆者は前報2）でクヌギ，コナラの果実の発育にと
もなう化学成分の変化を研究し，種子の成熟にと
もなってデンプンと脂肪が増加し，窒素，リン，
カルシウム，マグネシウムが減少することを明ら
かにした。トチノキもクヌギ・コナラと同じデン
プン種子で，種子の成熟にともなう化学成分の変
化はクヌギ・コナラとたいへんよく似ていること
がわかった。
　．葎者は前報2）でクヌギ，コナラの果実の発育にと
もなう化学成分の変化を研究し，種子の成熟にと
もなってデンプンと脂肪が増加し，窒素，リン，
カルシウム，マグネシウムが減少することを明ら
かにした。トチノキもクヌギ・コナラと同じデン
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図4　堅果の発育にともなうジベレリン様物質の変化
（36） 橋　　詰　　隼　　人
表5　トチノキの完熟種子の栄養分析 （乾重％）
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プン種子で，種子の成熟にともなう化学成分の変化はクヌギ・コナラとたいへんよく似ていることが
わかった。
　植物ホルモンは果実の発育，成熟に重要な役割を演じており，未熟種子にはジベレリンが多く，完
熟の方向に進むにつれて急速に含有率が低下することが多くの植物で報告されている§）ジベレリンはα
一アミラーゼなど加水分解酵素の活性を増加させる働きがあり，胚乳の中の各種の貯蔵物質を可溶性
の形に変化させることが知られている。トチノキでは，果実の生長最盛期に糖類が増加し，同時にジ
ベレリンが多量に検出されるので，内生ジベレリンは果実の生長，発育に対し重要な働きを演じてい
るものと思われる。
IV　摘 要
　鳥取大学蒜山演習林（標高700～750m）のトチノキ林で3年間結実状況を調査し，更に果実の発育，
成熟について研究した。本研究の結果を要約すると次のとおりである。
　1．来熟果実は6月に最も多く落下した。成熟果実は8月下旬から落下をはじめ，9月中旬に最も
多く落下した。1㎡当たり総落下果実数は，豊作年で140～180個，凶作年で6～50個であった。豊作
年における成熟果実の落下数は，1㎡当たり5～27個であった。全落下果実数に対する成熟果実の割
合（結実率）は0．5～19％であった。
　2．落下果実の内容は，発育不全果が78～99％，虫害果が0．2～6．9％，健全果が0．3～16．7％であっ
た。
　3．結果の豊凶は年度及び個体によって差があった。豊作の翌年は凶作となり，隔年結果がみられ
た。
　4．母樹1本当たり健全果の着果数は個体及び年度によって差があったが1万個以下と思われる。
　5．果実及び堅果は8月に急速に生長して，9月中旬に大きさが最大になった。堅果の乾重二1こは8
月中旬から急速に増加し，同時に含水率が急速に減少した。落下時期の堅果の含水率は約40％であっ
た。
　6．果実の発育，成熟にともなって炭水化物及び無機成分の含有率に著しい変化がみられた。糖類
は果実の生長期に増加し，成熟期に減少した。粗デンプンと粗脂肪は果実の成熟期に急速に増加した。
全窒素，リン，カリウム及びカルシウムは果実の成熟期に減少する傾向がみられた。トチノキの種子
トチノキの81実と果実の発達，成熟 （37）
はデンプン種子で，成熟種子の中には粗デンプンが40～50％含まれていた。
　7．ジベレリン様物質は堅果の生長期に著しく増加した。
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